
（単位：千円） 

事 業 名 前年度予算額 要 求 額 審 査 額 摘         要 

 

【都市整備部】 

 

 

１ 公共事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3,089,400 
国庫   1,439,570 

負担金   433,915 

諸収入      10 

県債   1,214,000 

一財      1,905 

 

 

 

 

 

3,040,200 
国庫   1,532,750 

負担金   399,125 

諸収入      10 

県債   1,106,000 

一財      2,315 

 

 

 

 

要求どおり 
 

 

 

  
 

 

 

 

 

１ 土地区画整理事業 １６億６，６００万円（０．６％減） 

 

  圏央道関連地区や平成２４年度中に補助が完了する地区 

 に重点化して予算配分 

 

 

 

２ 公園事業     １３億７，４２０万円（２．８％減） 

 

  東部地区の５公園（さきたま古墳公園、羽生水郷公園、 

権現堂公園、しらこばと公園、まつぶし緑の丘公園）を 

重点化して計画的に整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市整備部 

－ １ － 

【審査の考え方】 

 

 都市基盤整備について、投資効果や緊急度の高い箇所への重点化

を図り、要求額を措置した。 

 



（単位：千円） 

事 業 名 前年度予算額 要 求 額 審 査 額 摘         要 

 

 

 

新  重 

２ 緊急輸送道路閉塞建築物 

  耐震化促進事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

124,939 
国庫    62,400 

一財    62,539 

 

 

要求どおり 
 

 

 

 

 

 震災時に倒壊により緊急輸送道路を閉塞する可能性のある 

沿道建築物の耐震化を図る 

 

１ 緊急輸送道路閉塞建築物耐震改修等への補助 

                  １億２，４８０万円 

（１）県所管分・２６棟       １億１，２７０万円 

  ・対 象：耐震診断（９棟）、設計（５棟）、工事（３棟） 

・補助率：費用の２/３（国１/３、県１/３） 

     所有者負担１/３ 

  ・限度額：診断３００万円、設計＋工事４，４００万円 

（２）１０市（さいたま市を除く特定行政庁）所管分・６９棟 

                    １，２１０万円 

  ・対  象：耐震診断（11棟） 

・負担割合：市の負担割合と同率 

  （国２/６、県１/６、市１/６、所有者負担２/６） 

 

 

２ 緊急輸送道路閉塞建築物耐震化促進協議会の運営 

１３万９千円 

（１）構成員：県及び１１市の課長級職員 

（２）内 容：耐震化に関する情報交換及び促進策の検討 

 

 

 

都市整備部 

－ ２ － 

【審査の考え方】 

 

 東日本大震災の教訓を踏まえ、大規模災害時に救命活動や物資輸

送を行う緊急輸送道路の機能を確保するため、沿道建築物の耐震化

について、要求額を措置した。 



（単位：千円） 

事 業 名 前年度予算額 要 求 額 審 査 額 摘         要 

 

 

 

新  重 

３ 緊急輸送道路公共下水道 

  マンホール耐震化促進 

事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

25,000 
一財    25,000 

 

 

   

 

 

要求どおり 
 

   

 

 

 

 県指定の第一次特定緊急輸送道路内の公共下水道マンホー

ルにおいて、液状化による浮上防止対策を図ることで、災害時

の道路機能確保を図る 

 

１ マンホールの浮上防止対策工事費への補助 

 ２，０００万円 

 

（１）補 助 対 象：液状化が想定される地域にある県管理の 

         第一次特定緊急輸送道路内の公共下水道 

         マンホール浮上防止対策を講じる１４市町  

（２）補 助 率：市町村負担額の１／５ 

（３）補 助 年 限：平成２７年度まで 

（４）実施箇所数：２００基分 

   ※Ｈ２７までに計１，６００基に対し補助を行う 

 

２ 浮上防止対策簡易診断ソフト作成業務委託 

                      ５００万円 

 

   パソコン上で簡易に液状化によりマンホールが浮上す 

  るおそれのある箇所を特定し、適切な工法を選択できる 

  ソフトを開発する。 

   完成品は市町村に提供し浮上防止対策を促進。 

 

都市整備部 

－ ３ － 

【審査の考え方】 

 

 東日本大震災の教訓を踏まえ、液状化による公共下水道マンホー

ルの浮上防止対策について、要求額を措置した。 



（単位：千円） 

事 業 名 前年度予算額 要 求 額 審 査 額 摘         要 

 

 

 

新  重 

４ 災害に強いまちづくり 

事業費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

64,000 
県債     64,000 

 

 

 

 

 

要求どおり 

  
 

 

 

 県営公園の防災機能強化を図ることにより、県民を災害被害

から守るモデル公園を整備する 

 

工事費・設計費            ６，４００万円 

 

＜対象公園＞ 所沢航空記念公園 

 

＜実施内容＞ 

  ・マンホールトイレの設置 ４２基  ３，２００万円 

   ～避難所の衛生確保のための整備 

  ・かまどベンチの設置   １６基    ３００万円 

   ～避難者の炊き出しなどのための設置 

  ・自己発電型照明灯の設置 ３２基  １，９００万円 

   ～夜間停電時でも安全に避難できるよう自己発電型の 

    ＬＥＤ照明施設を設置 

 ・防災施設案内板の設置   ５基    ５００万円 

  ・防災施設詳細設計           ５００万円 

 

 ＜災害想定＞ 

  震度６強の地震により近接住宅地で大規模な火災が発生。 

  大規模にライフラインが停止し、交通マヒ等が起きて、 

 避難者が公園に多数押し寄せる状況に対応する。 

 

 

都市整備部 

－ ４ － 

【審査の考え方】 

 

 東日本大震災の教訓を踏まえ、県営公園の防災機能を強化するた

め、広域避難場所となるモデル公園の整備について、要求額を措置

した。 

 



（単位：千円） 

事 業 名 前年度予算額 要 求 額 審 査 額 摘         要 

 

 

 

 

５ 新たな森建設費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

109,716 
繰入    40,417 

県債    68,000 

一財      1,299 

 

 

 

 

 

101,972 
県債    61,000 

一財     40,972 

 

 

 

 

 

要求どおり 
 

 

 

 

  
 

 

 

 みどりの少ない都市部において、新たな森（県営公園）を創

出する 

 

・実施設計             ６，１５５万５千円 

 

・用地測量等            ４，０４１万７千円 

 

＜全体計画＞ 

 事業計画地：春日部市内 

 整 備 面 積：約２０ｈａ 

 事 業 期 間：平成２２年度～平成３５年度 

 総 事 業 費：８３億円 

 

＜整備スケジュール＞ 

 ２３年度：基本設計、現況調査 

 ２４年度：実施設計、用地測量、都市計画決定 

 ２５年度：用地買収、造成工事 

 ２６年度：用地買収、造成工事、一部供用開始 

 

 

 

 

 

 

都市整備部 

－ ５ － 

【審査の考え方】 

 

 森林の少ない県南東部地域において、「みどりの再生」を推進す

るため、要求額を措置した。 

 



（単位：千円） 

事 業 名 前年度予算額 要 求 額 審 査 額 摘         要 

 

 

 

新 

６ しらこばと公園 

  ホワイトビーチ整備事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

26,000 
県債    26,000 
 

 

 

要求どおり 
 

 

 県営公園の魅力アップを図るため、施設の改修や機能向上の

ための整備を実施する 

 

ホワイトビーチの整備          ２，６００万円 

 

  しらこばと公園プールにホワイトビーチ（大きな白砂の浜 

辺）を設置し、既存施設の有効活用、魅力アップ及び入場料 

収入等の増加を図る。 

 

 ＜実施箇所＞ しらこばと公園（越谷市） 

 

 ＜整備期間＞ 平成２４年度プール開きに合わせオープン 

 

 ＜設置面積＞ ２，１００㎡（７０ｍ×３０ｍ） 

        ～ビーチバレーコート３面分に相当 

         

 

 

 

都市整備部 

－ ６ － 

【審査の考え方】 

 

 県営公園にビーチを設置することによる集客力向上と収入の増

の見通しを踏まえ、要求額を措置した。 

 


